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学校関係者評価を踏ま
えた今後の改善方策 

学校運営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○重点目標「何よりも安全を最優
先に」を基本姿勢に、安全管理
の徹底をはかった。 

〇大学と一体となって、責任を持
って附属学校の使命である研究
・実習を果たすように努力する
特に、幼小中連携研究，自己実
現活動を中心とした幼小校内研
究を充実させる。 

○保護者や地域住民の方々からの
声を学校運営に生かす。 

〇子ども家庭支援センターや児童
相談所などの外部機関と連携し
児童・保護者対応を迅速に行う 

○子育てトークと個別相談を計画
的に実施する。スクールカウン
セラーや教育支援員と連携した
支援体制を確立する。（幼） 

○いじめは絶対に許さない，どんなことがあって許
されないという学校の姿勢のもと、学校生活の様
々な場面で多様性を認め寛容性を育む。 

〇子ども・保護者が困っていることを相談しやすい
学校体制を整えた。 

〇日頃より子ども一人一人の状況や友人関係の把握
に努めながら、学期ごとの自由記述式のアンケー
トや、「生命の日」集会後のアンケートなどから、
いじめの早期発見を心掛けた。こと 

〇情報の共有化を図り、学校全体で組織的な指導を
行った。  

○教職員にとって働き甲斐のある職場環境（←個の
尊重，自由･権利＝義務）に努めた。 

・竹早小学校の理念を大事にしつつ、働き方改革の
視点から仕事の内容面及び方法面（校務支援シス
テムの導入など）を常に見直した。 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇子どもがいじめと認
識しえない行為・言
動の他人への影響や
相手の立場にたつこ
との重要性について
より認識させる必要
がある。多様な教育
活動や行事をとおし
て相互理解・コミュ
ニケーションの充実
をはかるべく工夫す
る。また保護者との
連携を強化し、いじ
めを生じさせない意
識の醸成および環境
づくりを進める。 

〇いじめやそれにつな
がる行為について、
被害者のみならず、
周囲の子どもも気に
なることを気軽に相
談できるよう児童・
保護者に働きかけ 
る。      

〇日常的な子どもの様
子や人間関係につい
て、担任のみならず
学年全体ならびに縦
割り班や「たけのこ
タイム」の担当教員
など、複数教員の目
で継続的に把握し、
問題を共有する。 

○児童及び保護者から
のアンケート調査の

〇心身の安全を最優 
先、いじめは絶対に
許さないを徹底し、
万が一の場合でも早
期発見・解決に結び
つける。 

〇被害者を守ることが
最優先。 

〇働き方改革を意識し
て職場環境を常に良
好にする。 

〇いじめが多様化（ネ
ットに対する対応）
する中で、現場の努
力にも限界があるこ
とから、大学と連携
した人材確保が求め
られている。 

 



両面から、課題を絞
って取り組んでいく
必要がある。 

〇個別児童・保護者へ
の対応、とくに勤務
時間後の対応等の業
務負担を軽減すべく
検討する。    

〇勤務時間管理システ
ム導入に伴う勤務時
間の設定や超過勤務
の認定について、個
々の勤務実態にそく
した形で運用できる
よう検討を継続す 

 る。 
教育活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎子ども自身の願いや思いを大切
にした活動を創造・工夫する。
（重点目標） 

○幼小中連携の教育を大事にする 
○竹早の「スタンダート」を大切
にしていく。 

○教育課程特例校として、独自の
教育課程の開発に取り組む。 

○異年齢集団による自治的な活動
を大事にする。 

○コーディネーター，校内委員会
を中心に特別支援の教育環境を
整備する。 

○小学校教育への連続性を踏まえ
た教育実践を行う（幼） 

 

○今年度も竹早園舎・竹早小の大きな特徴である縦
割り活動を実施した。 

〇積極的に遠足・校外学習を計画・立案し、実施す
ることができた。 

 

A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇情報管理・発信に関
する子どもへの指導
・啓蒙を継続的に行
っていく必要があ 
る。       

〇登下校時や公共交通
利用時のマナーに課
題がある。保護者も
ふくめた子どもへの
指導と理解を促す手
立てを検討する。 

〇子どもや保護者から
の要望や相談への対
応が増え、特定教員
の負担が大きくなる
こともある。そうし
た事態が生じないよ
う組織的対応のあり
方をあらためて検討
する。 

 

研究活動 
 
 
 
 
 
 
 

◎幼小一貫，幼小中連携の教育を
大切にする（重点目標） 

○教育課程特例校である「自己実
現活動」の校内研を通し，授業
を見取る観点を明確にし，分析
し，授業改善を図る。 

○小金井園舎と情報を交換し、今
日的な課題や昨年度の反省を生

〇幼小中連携研究「未来の学校プロジェクト」公開
研究会を 2025 年 11 月 15 日に開催し、500 名を超
える参加があった。（口頭報告） 

○文京区教育委員会主催の３年次教員研修をはじめ
とする講師派遣を例年通り行うことができた。 

○教育課程特例校として設定している「自己実現活
動」の研究会を校外にも発信し、幼小連携で、拡
大活動研として、2026年1月30日に開催し、約50名

A 
 
 
 
 
 
 
 

〇幼小中連携の教育研
究活動について、会
議時間の問題や過重
負担が生じないよう
常に相互理解をすす
めていく。 

〇研究成果を積極的に
外部へ発信、ＰＲし
ていく。 

〇文京区教員に提供さ
れているバカロレア
機構が進める IB 教育
についても研究され
ている学校と連携し



 
 

かした教育実習プログラムを立
案し、実践を行う。（幼） 

の参加があった。研究成果を外部に発信すること
ができた。 

 て、竹早らしい教育
を推進していく。 

・他校の先生方との交
流を模索していく。 

 
 
 
 

学生の 
教育・支援
活動 
 
 
 

◎学生に教育実習の場を提供し，
教員として優れた資質をもった
人材を育成する。 

○子ども一人一人が課題を自分の
ものにする過程を大切にし、急
かせることなく、丁寧に子ども
に寄り添う事の大切さを指導す
る。 

○9月10月の必修、2月の選択・補充実習ともに無
事に終えることができた。 

A 
 
 
 
 
 

○今後も学生が日常的
に関わることができる
教育現場であるよう、
支援員として、学生の
受け入れ体制を整備す
る。 
 
 

〇教育実習の実績を積
み上げ、その中で、
情報教育の推進をし
ていく。 

 
 
 
 
 

社会貢献 
活動 
 
 
 
 

◎附属学校の使命である地域の拠
点校として特に，文京区教育委
員会との連携を密にしていく。
（重点目標） 

〇国内外の視察・参観者の受け入
れを積極的に行う。 

○「未来の学校プロジェクト」の一環として，ラン
チルームの一部にコワーキングスペースを兼ねた
共創空間を設定し、竹園会、竹早会、同窓会、大
学、連携企業などの学校関係者の活用を進めてい
る。 

A 
 
 
 
 

○今後も、地域のモデ
ル校としての役割を
果たし、地域教育の
発展に貢献してい  
く。 

〇コワーキングスペー
スを通しての活動に
より、関係者の情報
共有につなげてい 
く。 

 
３ その他の特記事項 
  特になし 
 


